
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
お
断
り

現
代
は
身
分
差
別
が
ま
か
り
通
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
上
の
立
場
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
人
間
的
に
は
対
等
で
す
。

男
性
の
女
性
に
対
す
る
性
的
い
や
が
ら

せ
（
セ
ク
ハ
ラ
）
や
、
上
司
の
部
下
に

対
す
る
い
じ
め
（
パ
ワ
ハ
ラ
）
に
対
し

て
は
、
勇
気
を
も
っ
て
告
発
し
ま
し
ょ

う
。
泣
き
寝
入
り
は
、
相
手
の
思
う
つ

ぼ
で
す
。
会
社
の
上
司
で
あ
る
こ
と
を

利
用
し
た
、
悪
質
な
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
は
、
卑
劣
な
犯
罪
行
為
で
あ
る
こ

と
を
広
く
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
告
発
の

方
法
は
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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日立関連労働者懇談会
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（電機労働者懇談会気付）
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日 立 懇
★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 0294-32-1048 (馬場)
東 京 042-394-0937 (谷口)
神奈川 0465-48-5327 (中村)
静 岡 0543-65-0433 (多田)
愛 知 0561-54-6222 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-3534-8626(谷口)

●
歩
い
て
通
勤

私
は
、
勤
務
地
の
近
く
に
住
ん
で
い
る

た
め
、
毎
日
歩
い
て
通
勤
し
て
い
ま
す
。

会
社
ま
で
の
往
復
に
か
か
る
時
間
は
約
１

時
間
で
、
朝
は
な
か
な
か
快
適
で
す
。
理
想
的
な
の
は
１
日
に

１
万
歩
以
上
歩
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
行
く
に
は

も
う
少
し
必
要
で
す
。
ま
た
、
徒
歩
や
自
転
車
で
通
勤
す
る
と

高
血
圧
や
糖
尿
病
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。
と
は

言
っ
て
も
会
社
の
近
く
に
住
む
の
が
難
し
か
っ
た
り
、
寮
が
遠

く
に
あ
っ
た
り
、
転
勤
の
た
め
電
車
で
通
勤
し
て
い
る
人
も
多

い
は
ず
。
そ
こ
で
、
昼
休
み
や
休
憩
時
間
に
外
を
歩
い
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
気
分
転
換

に
も
な
っ
て
一
石
二
鳥
？

投
稿
歓
迎

ＱＲコードに
アクセス！

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

ポイ捨てしないで⇒あなたの権利

派遣社員の有給休暇

有給休暇は6ヶ月間継続勤務して、出勤率が

80％以上の労働者であれば、7ヶ月目から最

低10日の有給休暇が取得できます。（労働基

準法第39条1項）派遣先企業が変わっても、

同じ派遣元で6ヶ月継続勤務していれば、要件

を満たすことができます。

派遣先や派遣元は一般に仕事が忙しいだけ

の理由で、派遣社員の有給休暇を拒否するこ

とは出来ません。また有給休暇の権利を行使

したことを理由とする派遣契約の解除は、労

働者派遣法第27条の解除禁止規定に違反し、

違法・無効です。
「最新労働者派遣法Ｑ＆Ａ」旬報社より

「もう帰るのか」
「この仕事が終わるまでは帰れな

いよ」こんな風に言われたことはあ

りませんか。日本人（男性）の労働

時間は、週４９時間以上働く人が、

この数年間に２００万人以上も増え

ています。この背景に長時間残業を

しなければ片付けられないほどの仕

事量が押し付けられているのではな

いでしょうか。

会社の業務命令に対して、働く人

には守られるべき権利があります。

１日８時間の労働時間が基本ですが、

労使協定で労働時間の延長が許され

る場合でも、1ヶ月４５時間、１年間

３６０時間を超えないものとしなけ

ればなりません。
就業構造基本調査（総務省）より

派遣社員も
労働組合に入れる
派遣社員も正社員と同じように、労働基準法に

よって保護されています。誰でも入れる個人加盟

の労働組合も各地にあります。詳しくは日立懇の

もよりの連絡先にご相談ください。



厚
生
労
働
省
へ
要
請

５
月
12
日
、
電
機
労
働
者
懇
談
会
は
、

改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
実
施
に
伴

い
、
希
望
者
の
雇
用
継
続
が
認
め
ら
れ

な
い
様
々
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
と

し
て
、
厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
を
行
な

い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
東
芝
、
沖
電
気
、

ル
ネ
サ
ス
の
職
場
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

日
立
と
ル
ネ
サ
ス
の
制
度
は
、
会
社
が

提
示
し
た
職
務
に
対
し
て
「
同
意
」
又

は
「
合
致
」
し
た
者
と
し
て
お
り
、
結

果
的
に
継
続
雇
用
を
希
望
す
る
人
が

「
再
雇
用
」
さ
れ
な
い
結
果
に
な
り
や

す
い
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

ル
ネ
サ
ス
武
蔵
で
宣
伝

５
月
22
日
、
ル
ネ
サ
ス
武
蔵
で
早
朝

の
門
前
宣
伝
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
日
立
関
連
の
職
場
や
地
域
の
支

援
者
を
含
め
、
23
名
で
６
０
０
枚
の
ビ

ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
武
蔵
の

事
業
所
で
は
過
去
最
高
と
な
る
枚
数
で

し
た
。
ま
た
３
ヶ
所
で
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

を
使
い
、
か
わ
る
が
わ
る
ル
ネ
サ
ス
の

制
度
の
問
題
点
、
と
り
わ
け
、
総
合
職

で
働
い
て
い
た
谷
口
利
男
さ
ん
に
対
し

て
現
場
で
「
夜
勤
」
を
提
示
し
て
き
た

こ
と
は
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
で
あ
り
「
現
職
で

の
継
続
雇
用
を
」
と
宣
伝
し
ま
し
た
。

職
場
の
中
で
も
「
出
勤
時
、
周
り
か
ら

音
が
す
る
の
で
何
か
あ
っ
た
の
か
と
思
っ

た
」
と
話
題
に
な
り
、
ビ
ラ
に
興
味
を

持
っ
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。

日立製作所の報告によると、メ

ンタルヘルス疾患による長期休業

者の８割が３０歳代とのことです。

休業を繰り返したり、通院や診療

所で治療を受けながら働いている

メンタルヘルス疾患予備軍の青年

は、その何倍にもなると思われま

す。慢性的な人員不足のなかで、

青年たちは、「がんばった人が報

いられる」成果主義賃金制度と

「労働時間管理を本人に委ねる」

裁量労働制のもとで、ひたすら過

大なノルマ達成のために、まるで

「ゴールのない高原をひたすら走

らされている」ようにハドメのな

い長時間労働を半ば強制されてい

ます。青年たちが、働くことの意

味さえ分からずに自らに鞭を打っ

て働く職場に、会社の未来はある

のでしょうか。

〃
こ
れ
で
技
能
の
伝
承

大
丈
夫
な
の
〃

日
立
協
和
の
職
場
で
は
、
現
在

６
ヶ
月
契
約
と
１
年
契
約
で
働
い

て
い
る
作
業
者
が
い
ま
す
。
今
年

の
春
に
は
、
新
た
に
工
業
高
校
卒

の
新
入
社
員
も
現
場
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
。
今
は
忙
し
い
が
、
仕
事

量
が
減
っ
て
き
た
と
き
に
、
い
つ

契
約
が
廃
棄
さ
れ
る
か
と
不
安
の

声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
仕

事
を
し
、
仕
事
も
出
来
る
の
で
、

正
社
員
に
な
っ
て
安
心
し
て
働
き

た
い
と
の
願
い
も
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
（
日
立
協
和
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

〃
コ
ッ
ソ
リ
取
締
役

賞
与
20
％
ア
ッ
プ
〃

会
社
幹
部
は
、
今
３
月
期
決
算

で
設
立
以
来
の
最
高
利
益
を
確
保

し
、
更
な
る
拡
大
の
た
め
の
増
産

体
制
を
と
、
ハ
ッ
パ
を
か
け
て
い

ま
す
。
職
場
で
は
こ
れ
ま
で
の
、

残
業
や
休
日
出
勤
の
連
続
と
「
生

産
改
革
」
運
動
に
ガ
ン
バ
ッ
て
来

た
の
に
、
恒
久
的
措
置
だ
と
し
て

賃
金
３
％
カ
ッ
ト
の
押
し
付
け
が

固
定
化
さ
れ
ま
し
た
。
儲
か
っ
て

い
る
の
に
、
こ
ん
な
会
社
の
話
な

ん
か
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
不

満
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
ん
な
職
場
の
声
の
な
か
、
発

表
さ
れ
た
決
算
で
は
取
締
役
賞
与

が
前
年
比
で
約
20
％
も
増
額
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
我
々
に
は
賃
金
カ
ッ

ト
、
一
時
金
だ
っ
て
前
年
水
準
な

の
に
そ
れ
は
な
い
よ
。
取
締
役
は

何
人
い
る
ん
だ
。
こ
れ
は
一
回
分

の
金
額
か
？
？
？
。
な
ど
み
ん
な

が
怒
っ
て
い
ま
す
。
（
日
立
工
機
）

〃
過
去
の
栄
光
よ
り
も

新
た
な
発
想
を
〃

「
電
力
事
業
部
は
06
年
３
月
期

は
、
予
想
を
下
回
る
赤
字
決
算
で

あ
る
」
と
日
立
事
業
所
長
か
ら
の

業
績
と
経
営
方
針
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
れ
？
、
05
年
下
期
は

あ
れ
ほ
ど
忙
し
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
者

に
と
っ
て
は
、
ガ
ッ
カ
リ
で
す
。

電
力
グ
ル
ー
プ
業
績
改
善
対
策

と
称
し
て
労
働
条
件
を
一
方
的
に

切
り
下
げ
、
国
内
原
子
力
物
件
を

見
込
ん
で
07
年
度
３
月
期
で
黒
字

化
す
る
と
言
う
経
営
方
針
で
良
い

の
か
。
受
注
が
予
定
さ
れ
て
い
る

原
子
力
物
件
は
数
年
先
に
は
な
く

な
る
の
で
あ
っ
て
、
「
栄
光
の
過

去
」
に
し
が
み
つ
き
開
発
戦
略
の

な
い
企
業
は
、
い
ず
れ
衰
退
す
る

し
か
な
い
運
命
に
あ
る
の
だ
な
と

感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

（
（
日
）
国
分
生
産
本
部
）

〃
な
ぜ
６
年
間
だ
け
の

保
障
な
ん
で
す
か
？
〃

５
月
の
連
休
直
前
に
日
立
Ｉ
Ｅ

か
ら
子
会
社
（
Ｉ
Ｅ
Ｍ
）
へ
出
向

中
の
社
員
を
、
７
月
１
日
付
で
Ｉ

Ｅ
Ｍ
に
転
属
さ
せ
る
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
者
は
管
理
職
を
含

む
45
歳
以
上
で
基
本
給
を
２
割
カ
ッ

ト
し
、
カ
ッ
ト
分
は
６
年
間
調
整

給
と
し
て
支
給
す
る
と
の
内
容
で

す
。
理
由
な
き
賃
金
カ
ッ
ト
は
不

当
だ
、
中
高
年
を
標
的
に
し
た
イ

ジ
メ
だ
。
会
社
の
為
に
額
に
汗
水

流
し
て
来
た
の
に
こ
ん
な
仕
打
ち

か
、
許
せ
な
い
と
の
声
。
今
回
は

対
象
か
ら
外
れ
た
出
向
中
の
人
達

か
ら
も
や
る
気
無
く
す
る
よ
な
、

と
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
）

〃
五
百
円
は
ど
こ
に
？

や
っ
ぱ
り
日
立
は
低
い
〃

春
闘
の
結
果
を
受
け
、
日
立
オ

ム
ロ
ン
の
賃
金
規
定
が
変
更
さ
れ

た
。
し
か
し
、
日
立
出
身
者
の
規

定
は
レ
ン
ジ
の
変
更
も
な
く
何
も

か
わ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
オ
ム
ロ

ン
出
身
者
は
「
資
格
給
表
」
が
各

資
格
で
二
百
～
八
百
円
の
幅
で
軒

並
み
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

日
立
労
組
の
五
百
円
は
ま
ぼ
ろ

し
、
五
百
円
は
い
っ
た
い
ど
こ
に

い
っ
た
の
？

組
合
員
レ
ベ
ル
の

最
高
額
比
較
で
も
日
立
の
最
高
額

Ｓ
５
最
高
で
39
万
３
千
円
、
オ
ム

ロ
ン
の
主
査
５
号
50
才
で
42
万
９

千
円
と
３
万
円
以
上
の
差
が
あ
る
。

や
っ
ぱ
り
日
立
は
低
い
し
、
成
果

主
義
で
益
々
賃
下
げ
と
な
っ
た
の

が
ハ
ッ
キ
リ
し
た
。

（
日
立
オ
ム
ロ
ン

タ
ー
ミ
ナ
ル
）

〃
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
参
加
〃

日
立
製
作
所
主
催
の
第
２
回
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
に
参
加
し

ま
し
た
。
実
際
に
ま
ち
を
歩
き
、

防
火
水
槽
・
消
火
栓
・
避
難
所
・

危
険
箇
所
・
役
に
立
つ
場
所
等
を

見
て
回
り
ま
し
た
。
普
段
何
気
な

い
場
所
の
役
割
が
見
え
て
き
た
感

じ
が
し
ま
す
。
ま
ち
の
特
徴
、
災

害
時
の
ま
ち
の
強
み
と
弱
点
が
わ

か
り
ま
す
。
防
災
・
減
災
の
考
え

見
方
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
Ｈ
Ｅ
Ｓ
）

｢自己責任｣で働く制度に未来はあるか

問題だらけの雇用継続に

高まる抗議と運動


